
無量寺住職　堤　俊翁

◎ 御 挨 拶 ◎
　
　就任早々、久留米門中寺院年番御
忌法要、先代住職遷化葬儀、恒例の
大施餓鬼法要、盂蘭盆と矢継ぎ早に
大きな行事が続きました。
皆様の御協力のおかげで無事おえ
ることができました。
寛永3年（西暦1626年）、来誉上人
萬哲和尚がこの無量寺を創建されて
370年あまり（如来様がお姿をあら
わされたのは鎌倉時代ですが）、本
堂の阿弥陀如来様は、祈りを捧げる
人々を静かに見つめてこられたので
あります。
今にいたるまで、いったいどれほ
ど多くの人々が参詣されたことで
しょうか？
その法灯を引き継ぐということが
いかに責任の重いことであるかを感
じている次第です。
壇信徒の皆様方のお家に祀られて
いるお仏壇の如来様は、歴代の住職
方が開眼された佛様であり、本堂の
如来様の分身であります。
壇信徒のみなさんの心のよりどこ
ろは、この本尊様であると思われ
て、拝んでいただきますようお願い
いたします。

　　無量寺　本　堂　内陣

　　　葬儀を考える

お寺にみなさんがこられる時それ
は、法事、法要、墓地、納骨堂参り
の時などです。
今の時代、、休みの日には行くとこ
ろがたくさんありますね
人が落ち着ける場所、癒される場
所であるお寺の境内に足を運ばれる
ようになるといいなと思っていま
す。
これからお寺では法事ごとや盂蘭
盆、彼岸法要などばかりでなくいろ
んな行事、発表会などに施設を利用
していただこうと考えています。
書道展、絵画の個展、音楽会、講演
会など場所を捜しておられる方はど
うぞ御相談下さい。

お寺にいらっしゃい

にとらえる良い傾向だと思います。
生をまっとうするための臨終を一生
の一大事と受け止めた信仰生活こ
そ、真の心の癒しなのだと思いま
す。
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仏教八万四千の法門は「死」の一
字を説くといいます。「死」はすべて
の終わりでなく、すべての生きとし
生ける者が通るべき通過点なので
す。「死」を迎えるにあたってどんな
準備をすればよいのか？よりよい
「死」をむかえるための生活とは？
仏教はそのことを説いているので
す。
先日NHKのテレビで（ときめき歴
史館）という番組がありましたが、
その中で、平安時代の人々が極楽往
生を願って行った信仰生活の様子が
再現されていました。
臨終を迎えようとする人を、心安
らかに送る作法が細かく紹介されて
いました。
当時は病院で亡くなる人はいな
かったと思われますが、9割近くの
人が病室で「死」を迎える今の時代
こそこうした看取りができるように
ならないものかと思います。
死後の散骨や生前葬など葬送を考
えるようになったことは、死を封じ
こめるのでなく自分のことと前向き



仏事のQ&A
ダックというところに行って、海抜
三千メートル以上の砂漠の中のお寺
にお参りした時、だんだん身体中か
ら水気が抜け、ふらふらになって頭
もぼんやりしかかったような状態
で、水筒から紙コップに半杯の水を
いただきました。そのお水のおいし
かったこと。思わず同行のものと
「お墓にお水をあげるわけが分かっ
た」といい合いました。日本では、
お水はただのように思い、湯水のよ
うに使ってあたりまえと感じていま
す。でも生水が飲める国は、実は世
界中で日本だけといって過言ではあ
りません。お釈迦さまの伝記も甘露
の産湯ではじまり、沙羅双樹の下の
末期の水で終わっているように、水
は生命の象徴の十切なものです。お
墓参りの時には、最も価値ある生命
をお捧げする心持ちで、お水をお供
えしましょう。
　　　浄土宗なんでも相談室より
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━出　世(しゅっせ）
もともと「出世」は読んで字の如
く「世に出る」つまりこの世に生ま
れ出る（出生）のことである。
ことに仏教では、仏が衆生済度の
ためにかりに人間の姿となって娑婆
世界に生まれ出られたことから、名
付けられた語句である。一方、この
俗世間があまりにも汚く、修行しに
くい環境であるのを嫌って、静かな
山林に隠れたり（遁世）、仏門に入っ
たり（出家）することも、出世間、略
して出世といい、転じて僧一般をさ
すようにもなった。

仏壇の祀り方

Qお彼岸などお墓参りの

時、お花やお線香と共にお水をお供
えしますが、これにはどういう理由
があるのでしょうか。その意味を教
えてください。

Aお彼岸にはどなたもお

寺参りをします。その時お墓にお供
えするお花やお線香は注意して用意
されますが、当たり前のこととして
みんなでお供えするのがお水です。
日本では、お金のむだづかいを"湯
水のように使う"などといって、水
は決して貴重なものに思われていな
かったのに、なぜお水が欠かせない
ものになったのでしようか。お供え
するお水は、昔「アカ一關伽)」とい
われました。お墓へもっていく水桶
を「アカ桶」といった具合に使った
のです。アカはインドの言葉で「価
値あるもの」という意味のアルガあ
るいはアルグヤのなまった言葉で
す。お供えものは最も価値のあるも
のを捧げるのが当然ですから真心を
捧げるためには大切なもの、食物･
お金 .飲物と、生前の好みも考えて
いろいろお供えします。でも人間に
とって一番大切なもの、最も価値あ
るものは何でしょう。
それは生命です。ですから宗教に
よっては、動物のいけにえを捧げ物
にするものもあります。しかし平和
な教えの仏教では、じかにいけにえ
を捧げたりせずに、もう少し深く、
生命の源は何だろうと考えて、水を
お供えするのです。お金も価値ある
ものです。食物も大切です。お酒
だって、好きな人にとっては何より
のものかもしれません。しかし最後
までつきつめていって、生命をつな
ぐものは何かといえば、それは水で
す。断食は三週間耐えることができ
ても水なしでは三日の生命も危ない
といわれています。最も価値あるお
供え物、アカは、だからいつしかお
水のこととなり、お墓参りには必ず
お水を捧げるのです。インドのラ

合わせられる所にあるのが理想的です。
都会やその近郊住宅街のように、マンシ
ヨンや一戸建でもそれほど広くない家で
はなかなか見かけなくなった仏間です
が、仏間はまさに仏さまや、ご先祖さま
のための空間です。仏間のような専用の
部屋がもてないときも家族がお勤めしや
すい所におくようにしたいものです。そ
してできれば座って拝む高さに置いて
も、立って拝む高さに置いても、どちら
の場合でも、顔を少し上に向けるぐらい
の位置がよいでしよう。できるだけ見下
ろさないようにしたいものです。住宅事
情や家族構成などがさまざまな現代です
から、理想的な置き方通りに置くことは
難しくなっていまが、できればこう置き
たいとい置き方を書き出してみましょ
う。
･いつも家族と一緒の場所で家の中心
となる所に置く。
･静かにお勤めできる所に置く。
･拝むときに西を向けるよう、本尊さま
が東を向く所に置く。
･拝むときに少し見上げる高さに置く。
･神棚と向かい合わせにならない所に
置く。
･上にものを乗せたり、階段の下になら
ない所に置く。

家での信仰の中心になるのが仏壇
です。仏壇がどのようにできたの
か、簡単にお話しましょう。仏壇の
起源は、天武天皇の十四年（六七五）
の「家ごとに仏舎を建てて、仏.法 .
僧の三宝を供養しなさい」という言
葉からと言われています。ですが、
当時は貴族などの比較的･社会の中
でも裕福な人のもので、一般家庭に
仏壇が置かれるようになったのは江
戸時代に入ってからのことでした。
仏壇はその構造をお寺の本堂にまね
てつくっています。まず仏壇の主役
たちについてお話ししましょう。主
役は何といっても、浄土宗の本尊で
ある阿弥陀さまです。そして観音菩
薩、勢至菩薩を加えた弥陀三尊、中
国で浄土教を広められた善導大師、
そして浄土宗を開宗された法然上人
一円光大師一、こうした仏さまや祖
師の像や掛軸、あるいは南無阿弥陀
仏の六字の名号が仏壇の主役です。
こうした主役をお祀りし、そして次
の主役である自分の命をはぐくんで
くださったご先祖の諸霊をお祀りす
るのが、この仏壇です。ですから仏
壇は家族の誰でもが、いつでも手を


